
９／１（木）の行事

報道発表資料の配付日時 ８月17日（水）14時00分

発 表 項 目
留萌振興局『北海道シェイクアウト』の参加及び参加者募集について

（ 行 事 名 ）

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

留萌振興局では、北海道が主催する「北海道シェイクアウト」について、
概 要 次のとおり参加し、管内に在住する個人、団体（自治体、学校、企業等）の

参加を募集しています。
昨年は、全国で約349万人、北海道では約13万人、留萌管内では約6,000人

が参加しました。
記

○訓練内容
１ 訓練日時 令和４年(2022年)９月１日（木）午前10時00分～
２ 主 催 北海道
３ 協力機関 効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議（Shakeout提唱会議）
４ 対 象 者 北海道在住の個人、団体（自治体、学校、企業等）
５ 参加ﾙｰﾙ 参加者は、事前に参加登録の上、訓練日時にそれぞれの場所

でおおむね１分程度、①Drop（まず低く）、②Cover（頭を
守り）、③Hold on（動かない）とする行動（安全行動の１
－２－３）をとります。

６ 参加方法 専用Webサイト(https://www.shakeout.jp/event/hokkaido/）
にアクセスし、申込みフォームから登録してください。

７ 募集期間 令和４年(2022年)８月31日（水）まで

参 考 「北海道シェイクアウト」は今年で11回目の実施となり、本年も防災の日
である９月１日(木)に合わせて、実施します。
例年、個人や学校のほか、企業や自治体、町内会など、さまざまな単位で

参加登録されています。
シェイクアウト訓練は、その場で行うことができるので、訓練のために集

合等をして実施する必要はありません。感染症対策のため、学校等の施設で
訓練する場合には、３密（密閉・密集・密接）を回避いただきますようお願
いします。

報 道 ( 取 材 ) 地震災害時に自らの命を守る行動をとるためには、日頃からの訓練で、実
に 当 た っ て 際に体を動かして行動してみることが大切です。
の お 願 い また、訓練を一斉に実施することで、防災意識の高揚を図る契機としたい

とも考えています。
シェイクアウト訓練への参加を拡大させるため、積極的な報道をお願いい

たします。

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所)
と の 関 係 同 時 レ ク

担 当

留萌振興局地域創生部地域政策課 主 幹 大上 直樹

（ 連 絡 先 ）

ＴＥＬ ダイヤルイン 0164-42-8008
内 線 2151

留萌振興局地域創生部地域政策課 防災係長 西嶋 法博

ＴＥＬ ダイヤルイン 0164-42-8426
内 線 2191



留萌振興局における令和４年度（2022年度）北海道シェイクアウト訓練実施要領 
 

１ 訓練目的 

  「災害時には、自らの身の安全は自ら守る」という防災の基本を徹底し、人的・経済

的被害を軽減して「減災」に備える行動を体感し、道職員等の防災リテラシーの向上を

図る。 

  ※防災リテラシー：防災に関する知識や技術を自ら学び、活用する力 

 

２ 訓練日時 

  令和４年（2022年）９月１日（木）10時00分（庁内放送）～10時01分頃［予定］ 

 

３ 訓練場所 

  北海道留萌合同庁舎（以下「合同庁舎」とする。） 

 

４ 概要 

（１）マグニチュード9.0以上の大規模な地震により大きな揺れが発生するとの想定で、

合同庁舎に緊急地震速報や安全を確保する行動をとるように、庁内放送する。 

（２）所属の代表者等が、地震の発生を受け、速やかに安全を確保するよう指示する。 

（３）職員等は「まず低く」、「頭を守り」、「動かない」の順番で身の安全を確保す

る行動を取る。（約１分間） 

 

       ①DROP （ドロップ）：まず低く 

          ②COVER（カバー） ：頭を守り 

  ③HOLD ON（ホールド・オン）：動かない(約１分間) 

              ※周囲の状況に合わせた安全な体勢をとる。 

  

５ 対象者 

（１）合同庁舎に勤務する全職員を対象とするが、強制参加としない。 

（２）合同庁舎内の団体などに勤務する職員や来庁者等が参加することも差し支えない。

※団体等には所管する課より連絡し、一般の来庁者等には、事前に庁内放送等によ

り周知する。 

 

６ 実施方法 

  別紙｢訓練の流れ｣による。 

  各所属の訓練参加代表者（代表係長・主査等）は、職員に注意喚起や安全確保等の指

示を行い、職員は身の安全を確保する。 

 

７ 訓練実施準備 

  事前に各所属内において訓練中、シナリオに沿って声かけを行う代表者（代表係長・

主査等）を決定する。 

  （可能な範囲で実施する。） 

 

８ その他 

  本訓練は総務課の協力のもと、地域創生部地域政策課が実施する。 



事務局より
北海道シェイクアウトは、道が防災の日に地域住民

等と連携した訓練を実施し、地域における防災対策の
強化を図ることを目的として実施するものです。
道では、道民の皆様や学校、企業のほか、福祉施設、

公共機関、行政機関や町内会などに北海道シェイクア
ウトへの参加を呼びかけています。

～訓練の内容～

シェイクアウトとは、2008年に米国カリフォルニア州で始まった、地震を想定して参加者

が一斉に行動するという新しい形の訓練です。参加者はインターネットなどを通じて防災についての知
識を深め、同じ日時にそれぞれの場所で一斉に安全行動（安全行動の１－２－３）を行います。

202１年には全国で約３４９万人、北海道では約１３万人が参加しました。

詳しくは http://www.shakeout.jp/event/hokkaido/ へアクセス

（安全行動の１－２－３）

Shakeout.jp

（用語の説明）
防災リテラシー：防災に関する知識や技術を自ら学び活用する能力

日 時 令和４年９月１日(木) 午前10時00分
主 催 北海道（事務局：総務部危機対策局危機対策課）
協 力 効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議（ShakeOut提唱会議）
対象者 北海道在住の個人及び団体（学校、企業等）

想定（概要） 令和４年９月１日(木)午前10時00分頃、Mw9.0以上の大規模な地震が発生。北海道全域で大きな揺れを感
じ、沿岸部には大津波警報が発表された。

内 容

地震による揺れを感じたら（想定）、約１分間、身を守る方法として「Drop（まず低く） Cover（頭を守
り） Hold on（動かない）」基本行動を実施してください。
また、基本行動以外に避難、安否確認、情報収集・伝達、人命救助訓練など、その他の自主訓練の計画があ

る場合は、引き続き実施してください。

参加費・参加方法
1. 参加費は、無料です。
2. 参加方法は、専用Webサイト（ http://www.shakeout.jp/event/hokkaido/ ) にアクセスし、申込み
フォームから登録してください。

募集期間 令和４年７月２０日（水）から令和４年８月３１日（水）まで
連絡先 北海道総務部危機対策課 Tel：011-206-7804（直通） Fax：011-231-4314

訓練に向けて

1. 北海道危機対策課のホームページ「そのときの備えは十分ですか」等を参考に、安全確保や安全行動等を
確認しましょう。

2. 参加場所や人数は問いません。普段の生活や業務の中で実施することで、より実践的な経験が得られます。
3. 実際の地震を想定するためにも、なるべく身近な人に声かけをしていただき、周囲の人と一緒に安全行動
をとってください。

4. この機会に、ご家庭、職場等の防災対策を再点検することをお勧めします。










